
５月１２日（火） 問題解説 

問題① 

累積度数とは、最初の階級からその階級までの度数の合計のことをいいます。 

アの場合は、２.３５以上２.５０未満の階級の度数が３７で、この階級までの２つの

階級の度数は、２、１３なので、累積度数は２＋１３＋３７＝５２となります。 

イ～エも同様に計算します。 

 

 

 

問題② 

相対度数の求め方を使って、例題のように指示された小数まで求める。 

アの場合は、度数の合計が８０で２.３５以上２.５０未満の階級の度数が３７なので、 
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＝３７÷８０＝0.462…となります。 

イ～エも同様に計算します。 

※相対度数は全体に対する割合なので、各階級の相対度数を合計すると１.００（１と同じ）になります。 

※そこまでの累積度数に、その階

級の度数を足しても計算すること

ができます。 

例）２.３５以上２.５０未満の場合 

２.２０以上２.３５未満の階級まで

の累積度数は１５なので、 

１５＋３７＝５２ 

※割合の表し方 

１００%→１０割→１ 

 ５０％→  ５割→０.5 


